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ガバナーメッセージ

駒形　曙美2016－17年度　国際ロータリー第2500地区ガバナー

　地区内クラブ会長、幹事の皆さん、新年度に入って早くも1か月が過ぎました。7月6日から始まった「ガ
バナー公式訪問」では、各地のクラブで大変お世話になりありがとうございました。
　各クラブ会員の皆さんが、それぞれの地域の中で、ロータリーを楽しみながら、活発な活動を行ってい
る様子を拝見して、大変嬉しく思います。
　これからもガバナー公式訪問を楽しく続けていきたいと思っています。

規定審議会の決定について
　2016年の規定審議会では、ロータリーの永い歴史の中で培ってきた価値観を大きく転換するような決
定があり、多くのロータリアンが衝撃を受けました。
　特に地区や各クラブのリーダーの皆さんは、大変困惑して苦悩していることと思います。
　しかしそんな規定審議会に於いて、日本のロータリアンの価値観を堂 と々主張した、我が国の代表議
員の皆さんには心から敬意を表します。
　今回承認された立法案は、入会を促進する目的があるのではないかともいわれています。これまで日
本のロータリーは、堅実で模範的なクラブ運営を行ってきました。
　そしてこれからも、世界に示せる価値観を持ち続けてほしいと願っています。
　さて、今回承認された一連の方針変更は、各クラブの裁量権が大きくなって、選択肢が大幅に増えて
います。しかしその反面、クラブの責任は重大になってきました。
　いずれにしても、これからはクラブが主体となってきます。各クラブに於きましては、裁量権をもって、
最善のルールを決定することになりますので、充分ご検討の上、慎重に取り組んでいただきたいと思って
います。
　尚、規定審議会に関する国際ロータリー事務総長のメッセージを下記の通りご紹介いたします。

会員種類と例会の柔軟性に関する規定審議会の決定について
2016年6月21日

　規定審議会代表議員、地区ガバナー、地区ガバナーエレクト、地域リーダーの皆様

平素より格別のご高配を賜り、厚く御例申し上げます。
　お陰様で2016年規定審議会は無事終了いたしました。これも審議会の代表議員を務められた皆様の
ご尽力のおかげと心より感謝しております。今回の審議会では、会員身分と例会の柔軟性等未来に目を
向けた決定が下されました。承認されたこれらの方針変更により、会員種類を自ら決定し、例会の頻度、
場所、方法を選ぶためのより多くの裁量がクラブに与えられました。
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　これまで15年間、ロータリーでは、会員資格、職業分類、クラブ運営に革新性を取り入れた試験的プロ
グラムを実施してきました。これらの試験結果や会員からの報告によると、例会方法、会員資格、クラブ
への参加方法等について、クラブが決定できる柔軟性が多ければ多いほど、クラブに活気が生まれ、成
長する傾向が分かっています。
　今回の決定により、細則に変更を加える柔軟性がクラブに与えられる一方で、例会や出席、クラブの
構造、会員種類を変更しないことを望むクラブは、従来と同じ方法を取り続けことができます。
会員種類と例会の柔軟性に関する審議会決定について、詳しくは、こちらをクリックして、ご覧ください。
この情報をクラブや地区、地域のロータリアンにもお伝いただけますようお願い致します。
　また審議会決定のまとめを「Rotary .org」からご覧いただけます。
　何卒よろしくお願い致します。　　　　　　　
　国際ロータリー
　　　事務総長　ジョン・ヒューコ

日本のロータリー100周年委員会について
　日本最初のロータリークラブは、米山梅吉、福島喜三次等の努力によって1920年（大正9年）10月20
日に創立された東京ロータリークラブで、翌1921年４月1日に世界で855番目のクラブとして、国際ロータ
リーに加盟が承認されました。
　これを記念し2020年100周年を迎える日本のロータリーに相応しい事業を展開して、ロータリーの基盤
を強化するために、2015-16年度のガバナー会の承認を経て「日本のロータリー100周年委員会」を設け
活動することになりました。
　今年度の経費負担は、「1会員当たり\200円」と決定しましたので、各クラブに於きましては、よろし
くご理解いただきご協力下さいますよう、お願い申し上げます。

ロータリーの特別月間（週間）について
　ロータリーの特別月間はクラブだけではなく、ロータリアン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加する
よう強調するため、国際ロータリー理事会が指定した月間のことです。

特別月間・週間

奉仕の重要性を認識し、特に力を入れるため、理事会は以下の特別月間、週間を定めました。
特別月間・週間（2015-2018年度）

8月 会員増強・新クラブ結成推進月間
9月 基本的教育と識字率の向上月間
10月 経済と地域社会の発展月間
10月1-8日 （学友参加推進週間）
11月 ロータリー財団月間
11月5日を含む週 （世界インターアクト週間）
12月 疾病予防と治療月間
1月 職業奉仕月間
1月27日を含む週 （追悼記念週間）
2月 平和と紛争予防・紛争解決月間
2月23日より１週間 （世界理解と平和週間）
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2月23日 ロータリー創立記念日：世界理解と平和の日
3月 水と衛生月間
3月13日を含む週 （世界ローターアクト週間）
4月 母子の健康月間
5月 青少年奉仕月間
6月 ロータリー親睦活動月間

　　　　　　　　　　　　
　この他国際ロータリーでは定めていませんが、ロータリーの友委員会並びに同理事会が検討して「新
設した月間」があります。

9月 ロータリーの友月間
10月 米山月間　

8月は会員増強、新クラブ結成推進月間です。
　会員の増強には内部拡大と外部拡大があります。内部拡大はクラブに入会を勧めてクラブの会員を増
やすことです。また外部拡大はロータリークラブが、まだ存在していないところに新しいクラブを創る活
動です。
　2015年1月国際ロータリー理事会は「会員増強、新クラブ結成推進月間」である8月を、ロータリアン、
クラブ、地区が新会員の勧誘と、ロータリーの新クラブ結成に焦点を当てて、活動する月間としました。

会員増強と維持活動の推進について　
　会員増強はロータリークラブの存在を左右する、最も優先されなければならない問題です。我が国に
おいても少子高齢化が急速に進んでいて、65歳以下の職業人は10年後には3人に1人ということになり
ます。
　また特に若年層の生活感が多様化するなど、時代は年々激しく変化しています。
　会員基盤を強化するには、従来のクラブ運営方法などの基本的な条件を見直し、若年層が進んで入
会できるような、「クラブの体質」をより良く変えていくことが大切です。　　　　　　　　　　　　　
　しかしロータリークラブの運営管理システムは、「単年度制」となっていますので、中長期的なスパン
で、整備していかなければ成果は上がりません。
　各クラブは「戦略計画委員会」を設立して、クラブ独自の「中長期戦略計画」を立案し、積極的に推進
していくことが、大切ではないかと考えています。

会員増強と維持活動（国際ロータリーからは、下記の内2項目の達成要請があります）
１、�会員の純増、小クラブ（会員50名以下）は、少なくても1名の純増、大クラブ（会員50名以上）は、少
なくても２名の純増を達成する。

２、会員維持率を前年に比べ少なくても1％上げる。または会員維持率100％を維持する。
３、�40歳未満の新会員の入会、小クラブ（会員50名以下）は、少なくても2名、大クラブ（会員50名以上）
は、少なくても４名を入会させる。
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８月は会員増強月間です

　2016～17年度地区研修セミナー、会員増強・拡大セミナーに参加をいただき以来３ヶ月余経過いたし
ました。
　今月はいよいよ会員増強月間となりました。今年度駒形ガバナーの大きなテーマ「ロータリーのあした
のために、積極的に行動しよう」とあります…今こそ出番です!!地区全会員の情熱のある総力で会員増強
と退会防止に全力で力を与えて下さい。

★本年度のスローガン
　『仲間を減らさない様に行動を起こそう』（退会者ゼロをめざそう）

★本年度の目標
　『現会員数を維持・そして純増３％』（最低必達目標　純増１名）

！！ 地区会員の皆さんが笑顔が見える時を楽しみにしています ！！

－ワンポイント－

◎会員増強何のためにするの……
仲間が増えることは心から楽しいことであり、その心とはロータリーの哲学の心で、その哲学の心とは
『親睦と奉仕』です。その楽しいこととは『クラブの活力のため・奉仕の実践のため』の源泉です。そ
の源泉とはマンパワーと運営活動資金のためであると思っています。

◎会員増強時に対する言葉かけ……
自分のクラブの楽しさと良さを心をこめて自慢しましょう。
（諦めず・焦らず・じっくりと→継続性への行動）
必ず結果につながります＝必ずついてきます。

会員増強委員会　委員長
（旭川MRC）

武田　昭弘

会員増強委員会メッセージ
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「会員増強月間」に寄せて

　「拡大委員会」は「会員増強委員会」とは目指すところは同じ方向と考えます。「会員増強委員会」と
密接な連携を取りながら、会員数の増強と減少を最小限に食い止めるため、努力する所存です。地区内
各クラブ・各会員の皆様のご支援をお願い致します。

　現在、ロータリー・クラブは存在しないが、新クラブ結成の条件を備えている地域社会を探し出す。
　既存クラブに影響を与えることなく、新クラブを創設できる可能性のある地域社会を探し出す。

重点項目

１、�町や村にロータリー・クラブがないのは、新クラブ結成の良い機会です。類似した奉仕団体があれ
ば、奉仕活動の理解者がいることです。その人たちの助けを借りて新クラブを結成。

２、�2016年規定審議会で、例会のあり方が、各クラブの裁量に任されることになりました。月4回の例会
が2回以上に、またface�to� face(対面例会）がインターネットを使用した例会も認められます。「リア
ルクラブ」「Ｅクラブ」に共に柔軟な例会の開催が可能になりました。平日しかも日中の例会は時間
が無理な方のために、例会を「リアルクラブ（対面例会）」「Ｅクラブ（インターネット例会）」の両方
を組み合わせて、例会方法に柔軟なクラブへの方向転換を考えたらどうでしょう。

３、�例会場は安く、食事もポケットマネーで、週報は極力インターネットで、とにかく会費を安くして、もう
一人の会員増強と転勤者、若い方が入りやすいようなシンプルな各クラブの前向きなクラブ運営を応
援します。

４、�会員数の減少やクラブ運営が困難で終結してしまったロータリー・クラブがあります。元会員の中に
は、ロータリー・クラブに心を残したままの方もいると思います。もう一度、ロータリー・クラブに復帰
して、活動して頂くため新クラブの結成。近隣のクラブへの再入会の要請。

５、Ｅクラブの結成。（ローターアクト出身者を中心に考えることも必要）

６、�例会出席の方法の多様化、会員数の増強、退会の減少の防止のためには、衛星クラブの結成も一
つの方法と考えます。

　駒形ガバナー方針は「ロータリーのあしたのために、積極的に行動しよう」と詠われています。ロータ
リー・クラブを知らない人、経験のない人にロータリー・クラブの会員であることの、意義と楽しさを理解
して頂き、新クラブの結成に努力致します。

拡大委員会　委員長 花田　善廣

拡大委員会メッセージ
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　タイ友好地区3330地区からの水処理・環境問題の研修チーム受入についての報告。

　地区補助金に11クラブから申請が提出されました。委員会で検討した結果、全てが承認されましたの
で、ＲＩ本部へ申請書をオンラインで提出しました。

委員会開催報告

ＶＴＴ小委員会開催

地区補助金スペンディングプラン作成とオンライン申請の為の委員会開催

2016年6月25日(土)　会場：ホテル黒部

2016年6月25日(土)　会場：ホテル黒部
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【議題】
１．ガバナー現況報告
２．ライラセミナーについて
３．�地区大会について
　（プログラム案��決議案�他）
４．地区補助金について
５．ガバナーノミニーの提案要請について　　　　　　　　　　　　　　　
６．3590地区　姉妹地区提携について
７．�ガバナー補佐によるクラブ訪問報告と
公式訪問について

【議題】
１．ガバナー現況報告
２．ガバナー会会議報告
３．ライラセミナーについて
４．地区大会について
　（プログラム案��決議案�他）
５．地区補助金について
６．ガバナーノミニーの提案要請について　　　　　　　　　　　　　　　
６．3590地区　姉妹地区提携について
７．�ガバナー補佐によるクラブ訪問報告と
公式訪問について

８．地区ガバナー会規約・決算報告書
９．東堂明　直前�ガバナーより

委員会開催報告

第２回 ガバナー補佐会議

第１回 地区諮問委員会

2016年7月9日(土)　会場：ホテル黒部

2016年7月9日(土)　会場：ホテル黒部
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地区補助金スペンディングプランの
提出とその報告

　平成２８年６月２５日　２０１６－１７年度地区補助金スペンディングプランの内容と補助金配分の検
討委員会を開催し、下記の通り決定して申請しました。
　議論の内容は、各事業の内容と金額が、ロータリーとロータリー財団の基準に基づいている事と、
２５００地区の活動方針及び募集基準に沿った内容の事業である事を審議しました。
その中でも今年度は、応募事業が少なく，事業金額に余裕が生じる事から大規模の事業を含める事と
なりました。
　次年度のロータリー財団補助金管理セミナーは、１１月２０日に開催されます。
　今から次年度の地区補助金を使う事業を立案計画してください。　
　地区補助金の申請は、小さな事業でもいいので、数多くのクラブが参加して奉仕事業で地域の貢献に
役立ててください。

申請プロジェクトと地区補助金内容
分区 申請クラブ 事業内容　 事業予算(円) 補助金(＄)

第三分区 旭川北 フイリピンでの歯科診療奉仕事業 1,408,950 $3,400
〃 旭川M 石狩川の河川敷清掃とニジマス・ヤマメの親子放流体

験事業
615,240 $3,900

第五分区 北見東 チミケップ・ロータリー国際キャンプ場の環境整備事業 800,000 $3,600
第六分区 足寄 足寄町「こども園どんぐり」へ食育教育資材の支援事業 330,000 $2,100

〃 芽室 新入学生への防犯ブザー寄贈事業 194,400 $1,200
〃 帯広南 野球少年への野球道具支援事業 297,000 $1,900
〃 帯広西 植樹から積み木作成までの木育教育事業 200,000 $1,300
〃 音更 子供達との植樹事業 400,000 $2,600

第七分区 釧路 ブータン・ティンプー市内の小学校への水浄化装置設
置事業

700,000 $3,300

〃 釧路ベイ ものづくりを通じた子供達の成長支援と作業環境整備
事業

5,000,000 $12,500

第八分区 根室西 合唱の集い開催事業 800,000 $4,700
地区事業 2500 養護施設卒業生の進学希望者への奨学金支給事業 640,000 $7,000

〃 2500 D.3330地区からのＶＴＴ受け入れ　（水・ゴミ処理研
修事業）

3,400,000 $10,000

臨時費 2500 災害救援等 $8,300
管理運営費 2500 補助金管理セミナー等諸経費 $2,000

合　　　計　　　　　　　　　　　14,785,590 $67,800

注記）地区補助金の申請は、ドル表記の金額です。
上記の申請で承認となりましたので、７月のロータリー・レートでの配付の予定です。
各申請クラブは、プロジェクトが終了次第、速やかに事業報告書をガバナー事務所に提出してください。

地区補助金小委員会　委員長 増田　正好

地区補助金小委員会報告
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ガバナー公式訪問レポート

　　旭川北ＲＣは、旭川市内８クラブの３番目に設
立されたクラブで、2018年５月に50周年を迎えます。
1990-91年度には七戸幸夫パストガバナーを、昨年度に
は東堂明直前ガバナーを輩出しております。
　平成25年には、地区として17年ぶりに新設された北
海道2500ロータリーＥクラブのスポンサークラブとし
て、過去にも美瑛ＲＣ，上川ＲＣをスポンサーした実績
があります。

　髙橋会長の方針は「ロータリーを見直し、楽しく奉仕
を実践しましょう」とし、ロータリーの素晴らしさを再
確認し、楽しい奉仕活動を通して更に親睦を深めよう
というスローガンのもと、活発なクラブ運営をされてい
るのが実感できました。
　特記すべきは、旭川ＲＣには医師、歯科医師、薬剤
師など医療関係者が沢山おりますので、「健康増進委
員会」を新設し、会員の健康増進を図ると共に、健康
問題での大会防止に努めたいと仰っておりました。
　北見ＲＣにとりましても「常設地区事務所設置」の
推進については、東堂直前ガバナー・高橋地区幹事
をはじめ会員皆様にご支援を頂き深く感謝しておりま
す。

（随行者：地区幹事　鴨下泰久）記

　下川ロータリークラブは、昭和３９（１９６４）年に名
寄ロータリークラブがスポンサーとして、道内５５番目
２７名で発足しました。その後５１年の歴史を経て、現在
は会員５名での今期スタートということで、とても小さな
クラブです。
　しかしながら委員会活動など、会長・幹事含めメン
バーの皆さん兼任し、力を合わせて活動をされているク
ラブです。
　スキージャンプのオリンピック選手を多く輩出し、近年

ではサンルダムなどの公共工事で建設関係者が多く一時
的な活気のある町となっている中、地域事業としてロータ
リー文庫、ジュニアジャンプ大会、少年武道大会など積極
的参加による奉仕活動のPRで公共イメージを向上させ、
会員増強の手段とする目標を掲げております。
　「人口3,500人を切る下川町において、４０％を超える
元気な高齢者が住んでいることは、逆手にとれば、人生
経験と豊富な知識を持つ友人が多くいると言える！｝と
の力強い会長方針のもと、メンバーが結束する姿は単に
会員数の問題ではなく行動することの大切さを伝えて頂
いたものと感じます。例会での昼食の準備もメンバーが
分担して用意されている姿に駒形ガバナーも「これこそ
本来の奉仕活動の原点を見た」という思いで町を後にし
ました。
（随行者：2500地区副幹事・青少年委員長　主藤雅裕）記

会長：髙橋　伸一
幹事：土田　　晃

会場：旭川グランドホテル
公式訪問：2016年7月6日㈬

第３分区　旭川北ロータリークラブ

会長：濱下伸一郎
幹事：夏野　俊一

会場：北星信金下川支店　２階
公式訪問：2016年7月6日㈬

第２分区　下川ロータリークラブ



Governor's Monthly Letter 2016－17  vol. 210

ガバナー公式訪問レポート

　旭川東北ロータリークラブは、旭川東ロータリー
クラブをスポンサーとして誕生しました。メンバーは
現在、会員１５名での今期スタートということで、訪
問の際には1名の新入会員が入り、「会員増強を強力
に推し進める」会長方針のもと、年度当初から活発
に活動されています。
　特に顕著なのが、同クラブが力を入れている旭川
大学高校インターアクトクラブ、並びに中学校野球

大会や小中学校女子バレーボール大会への支援で
す。
　会長方針の中で岩田谷会長が以前から信念とし
て「決して無理はしない、身の丈にあった活動を」と
いう「数ではなく、中身」の重要性が長年にわたる青
少年の育成とロータリー財団への貢献、更には会員
家族を大切にする思いやりへとつながっているのを
感じます。
　活動方針の中で、「ロータリーで大切なのは、人
間関係、笑顔で多くの人 と々接すること。親クラブ弟
クラブと一緒に78歳のガバナー（駒形曙美）を励ま
しに行きましょう。」という力強いお言葉に感じ入る
素晴らしい訪問となりました。
（随行者：2500地区副幹事・青少年委員長　主藤雅裕）記

会長：岩田谷　隆
幹事：竹内　　遵

会場：花月会館
公式訪問：2016年7月7日㈭

第3分区　旭川東北ロータリークラブ

　旭川東ロータリークラブは、旭川ロータリークラ
ブをスポンサーとして昭和47年に誕生しました。本
年創立45周年を迎え、永年の継続事業である青少
年奉仕活動は同クラブ奨学会高校生への奨学金制
度があり、地区青少年交換学生としてルーマニアと
の交換留学なども継続されております。
社会奉仕活動として旭川市立緑ヶ丘中学校吹奏楽
部の演奏による旭川赤十字病院でのロビーコンサー

トを継続支援し活発に活動されています。
また、クラブの交流事業として特記すべきは「沖縄
那覇東RC」や「台湾台北東海RC」との“友愛クラブ
“を締結し、他地域や海外クラブとの交流をするな
ど、奉仕の理想を気高く忠実に推し進めておられま
す。
前田会長が掲げるテーマとして「前進と和気」がま
さにクラブに浸透され、第3分区のIMを担当するな
ど、質の高い考え方とクラブ一丸となった取り組みに
力強く邁進されている印象を受けました。
（随行者：2500地区副幹事・青少年委員長　主藤雅裕）記

会長：前田　高志
幹事：青木　順成

会場：アートホテルズ旭川
公式訪問：2016年7月7日㈭

第３分区　旭川東ロータリークラブ



ガバナー月信  8月号 11

ガバナー公式訪問レポート

　北海道２５００ロータリーEクラブは、旭川北ロー
タリークラブをスポンサーとして２０１４年に誕生し
ました。国内のE-クラブとしては6番目に出来たクラ
ブです。普段web上で活動をされ、月に1度ほど会員
が集まり、20名ほどで活動されております。Web上
という仮想空間での活動やメーキャップでの利用な
ど、時間に束縛されない利便性と“リアルクラブ”で
の活動も活発にされて、同クラブが「ホストクラブに

なってインターアクトクラブの設立を目指す」活動で
あるとか、転勤によるいわゆる“リアルクラブ”を退
会した元ロータリアンの勧誘を努めるなど、E-クラブ
の特性を生かした活動を活発にされております。
　鶴岡会長が掲げるテーマとして「楽しいロータ
リーを目指し、もっとロータリーを楽しみましょう、
ちょっと力を抜いてみても良いのでは・・・」という
多様化した職場環境でもクラブ活動ができる環境
がまさに地区に浸透されることもこれからのロータ
リーの在り方でもあると、感じる訪問になりました。
（随行者：2500地区副幹事・青少年委員長　主藤雅裕）記

会長：鶴岡　浩一
幹事：梅井　幹雄

会場：大雪地ビール館
公式訪問：2016年７月８日㈮

第３分区　北海道2500ロータリーEクラブ

　旭川モーニングロータリークラブは、旭川東ロー
タリークラブをスポンサーとして平成５年に誕生しま
した。モーニングクラブとしては全国で東京城南・札
幌・川口・青森につぐ５番目のクラブとして誕生いた
しました。活動計画継続事業として「飢餓、病気、ス
トリートチルドレンの為の落ち穂募金活動（国際奉
仕）」「ごみのポイ捨て禁止運動の啓蒙〈ごみゼロ
協力隊〉としてクラブ独自の活動（社会奉仕）」など

も継続されております。
　社会奉仕活動として２０１６年８月２０（土）に石
狩川河川敷にて周辺の美化、清掃やヤマメなどの魚
とのふれあいや、石狩川への魚の放流を行い自然環
境を楽しみ、また環境保全の意識を高める事業計
画をしています。
　この事業には参加者として地域幼稚園、小学校
の園児、生徒、父母趣味の会、ロータリアンの家族
など約１２０名から１５０名の参加が予定されており
ます。
　河崎会長が掲げる「行動しよう・未来のクラブの
ために」という活動目標を柱とし会員の皆さまが一
体となって取り組んでおられました。

（随行者：2500地区副幹事　青山央和）記

会長：河崎高麗男
幹事：小川　伸治

会場：アートホテルズ旭川
公式訪問：2016年７月８日㈮

第３分区　旭川モーニングロータリークラブ
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ガバナー公式訪問レポート

　美瑛ロータリークラブは、1975年創立で昨年４０
周年を迎え、また昨年のライラセミナーの主管クラブ
として活躍されています。深瀬会長のもと、会員が一
致団結し、特に継続事業である「美瑛ドカント祭り」
ではテントブースにロータリー活動を紹介するパネル
を設置しPRするなど、地域に根付いた活動をしてお
ります。
　また、会員の相互交流や、情報発信にはSNSを駆

使し、Facebookで広報活動をするなど、先駆的な情
報ツールを活用した面と毎月1回夜間例会として旭川
市内で行い親睦を深めるなど、アナログないわゆる
“飲みにケーション”も行っております。会員23名の
クラブでとても和気あいあいといた雰囲気の中、ク
ラブ協議会、公式訪問をさせていただきました。
　深瀬会長が掲げる「楽しく美瑛ロータリークラブ
を盛り上げ、未来に向かおう！」というスローガンは
まさに駒形ガバナーの地区活動方針を相通じる目標
だと思います。本当にお忙しい中で対応していただ
きました。ありがとうございました。

（随行者：2500地区副幹事　主藤雅裕）記

会長：深瀬　益一
幹事：上田　利政

会場：美瑛商工会
公式訪問：2016年7月11日㈪

第３分区　美瑛ロータリークラブ

　旭川南ロータリークラブは、１９７１年創立。クラ
ブの活動は本年度会員増強3名以上を目標に出席委
員会ではメークアップ前出席率を９０％、メークアッ
プ後出席率を１００％に維持するようクラブの原動
力としての出席率向上を目指し、「ロータリーのロー
タリーたる所以は、職業奉仕の実践にあり」という
職業倫理を互いに学びあう地域貢献を掲げ、次世代
を担う青少年奉仕では明成高校インターアクトクラ

ブのスポンサークラブとして積極的に関わり、短期
海外研修の実施という質実剛健な目標を掲げて今
期スタートしました。
　会員数35名の同クラブ篠永会長は「ロータリーで
の出会いを楽しみましょう」をスローガンに人と人と
の絆を育みながら力を合わせる方針を掲げ、身体に
障害のある会長自身の胸中をさらけ出し、力強く気
高く活動を開始しました。
　会長自らブレイクスルー（殻破り）したクラブ協議
会、公式訪問での会長方針に感動を覚え、同クラブ
の益々の発展が感じられる例会となりました。

（随行者：2500地区副幹事　主藤雅裕）記

会場：アートホテルズ旭川
公式訪問：2016年7月11日㈪

会長：篠永　健一
幹事：山本　直久

第３分区　旭川南ロータリークラブ
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ガバナー公式訪問レポート

第３分区　旭川西ロータリークラブ
会場：旭川グランドホテル
公式訪問：2016年7月12日㈫

会長：川村　寿裕
幹事：本間　　潤

　旭川西ロータリークラブは、１９５７年創立。本
年度創立６０周年を迎えます。川村会長のスローガ
ン「故きを温ねて新しきを知る」という過去への感
謝、創立を敬う気持ちと、現在のロータリー活動、そ
してこれからの１０年に向けた活動の検証を掲げ、
クラブの活動の原点を見つめる機会ととらえて活動
しております。社会奉仕活動として継続する公共エ
リア清掃活動、福祉施設等の訪問や青少年奉仕と

して例会日として組み入れた旭川西高等学校吹奏
楽部が年１回行う旭川盲学校への音楽祭を支援、ま
た国際奉仕としてプーケット南RCとの交流を深化さ
せ、地区協としてもVTT小委員会委員長を輩出する
など、川村会長のいう「やるという信念」を貫く高い
志のもとに活動しています。
　駒形ガバナーは敬愛する故、増田パストガバナー
のクラブということで、自身の地区活動方針を力強く
推進させるための元気を頂いた様子でした。

（随行者：2500地区副幹事　主藤雅裕）記

　旭川空港ロータリークラブは1995年創立。2016-2017
年度会長、久保宣生会長をはじめとする12名の会員で
「明るく楽しく積極的に行動しよう、輝きのあるクラブに
しょう」というスローガンのもと活動しております。久保会
長は入会4年目という在籍年数にもかかわらず、ちから強
いリーダーシップで、旭川空港ロータリーの歴史と伝統を
継承し、地域に根付いた活動を展開しております。クラブ
の会員構成は在籍年数の若いロータリアンが半数以上、

女性会員の割合も非常に高く、アクティブで楽しく活動し
ているなと感じました。本年度の活動方針としては会員増
強に主軸に力をおいているということです。本例会でも早
速、新入会員予定者のビジター訪問があり、積極的に会
員拡大活動に取り組んでいると感じました。そして久保宣
生会長とゆかりのある佐世保ロータリーの会長経験者も
ご夫婦でビジター参加されました。佐世保ロータリーとの
交流も深めて今後は更なる絆を創り上げていくとのことで
す。駒形ガバナーは、現在の旭川空港ロータリーは人数
的に小規模でありますが、これらの要素をふまえ、今後の
展開に大きな期待を寄せておりました。旭川空港ロータ
リーが地域のオピニオンリーダー的な存在になる事を確
信し、ご活躍されます事をご祈念申し上げます。

（随行者：２５００地区副幹事　下元陽司）記

会場：東神楽商工会
公式訪問：2016年7月12日㈫

会長：久保　宣夫
幹事：秋山　雅章

第３分区　旭川空港ロータリークラブ



Governor's Monthly Letter 2016－17  vol. 214

ガバナー公式訪問レポート

　中湧別ロータリークラブは、チューリップ公園で有
名な湧別町に位置し、１９６５年に遠軽RCをスポン
サークラブとして創立。１１名という小規模クラブで
すが、大きく２つの委員会を構成し、管理委員会と
称した親睦・ロータリー情報・会員増強・出席プログ
ラム・クラブ会報などを担当する委員会と、奉仕委員
会と称した職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕と青少年
奉仕活動の２委員会構成で効率よく運営し活動をさ

れています。特に親睦活動として北見東クラブとの
合同例会として鮭鍋例会を開催し、他地域との交流
も行っております。横幕会長は「小さいながらも楽し
いクラブ」を念頭に置き、身の丈にあった国際ロー
タリーの方針に沿う形を模索しながら会員増強や例
会出席、またロータリー財団への協力を推進されて
おります。畳の上で膝をまじえながら和気あいあいと
した雰囲気の中で、クラブ協議会・ガバナー公式訪
問を終えることに改めて感謝申し上げます。

（随行者：2500地区副幹事　主藤雅裕）記

会長：横幕　廣志
幹事：戸島　隆志

会場：食事処　親爺
公式訪問：2016年7月13日㈬

第４分区　中湧別ロータリークラブ

　滝上ロータリークラブは、芝桜でおなじみの滝上
公園と童話村と称した景観を意識した町づくりで、
林業を中心とした産業と自然豊かな山間の町です。
１９６７年創立、１７名のクラブです。大きく２つの委
員会を構成し、クラブ運営委員会と、奉仕プロジェ
クト委員会との組織構成で、効率よく運営し活動を
されています。特に奉仕活動として滝上リハビリセン
ター（障碍者施設）でのドンづくり無料配布や、商

工会主催の盆踊りの協力、童話村たきのうえ「ふる
さとまつり」へのブース出展など精力的に活動されて
おります。クラブ会員には町長や町議会議長などの
有力会員がおり、地域貢献と幼なじみ同士という雰
囲気の中で、とても仲の良くローカルコミュニティー
の良さを感じるクラブ訪問でした。

（随行者：2500地区副幹事　主藤雅裕）記

会場：ホテル　渓谷
公式訪問：2016年7月13日㈬

会長：加藤　範雄
幹事：遠子内　隆

第４分区　滝上ロータリークラブ
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お知らせ
　17頁　下期行事予定表
　　・第二分区ＩＭ　5月26日（金）→ 5月27日（土）

　18頁　公式訪問予定表
　　・7月15日（金）紋別RC → 9月23日（金）紋別RC

　19頁　公式訪問予定表
　　・芽室RC　7月27日（水）→  7月26日（火）
　　・音更RC　7月26日（火）→  7月27日（水）

●ガバナー月信
　（Vol.1号）
　７月号の訂正
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